
第五期基本構想・長期計画 基本構造について（たたき台）

【ビジョン（目指すべき社会像）】

【市政を取り巻く主な動向】

【優先施策】

≪  コミュニティ （信頼） ≫ ≪    緑    ≫ ≪  持 続 可 能 性  ≫

地域コミュニティのあり方の検

討

公共サービスの連続性と情報

の連携のあり方

市民施設ネットワークの再構築 都市基盤の再構築

地域リバビリテーション

（地域福祉）の推進

子ども、子育て支援の多層

化・ネットワーク化の推進
市民施設の再編 上下水道の整備広報・広聴機能の強化

【基本課題】

成長・拡大型社会からの転換期             省エネルギー社会への移行

少子高齢社会の進展（人口構成の変化）       単身世帯の増加と晩婚化・非婚化（世帯構成の変化）

都市におけるコミュニティに関する意識の変化    グローバル化の進展

ユビキタス社会とＩＣＴ活用の普及           自治体（長と議会の関係）のあり方に関する関心の高まり

成熟社会における都市機能の更新        財政規律の重視

ワークライフバランス（ライフスタイル）の認識       市政への要望の変化（市民意識調査等各種調査）  他

【本計画の基本的な考え方】

資料 ２

東日本大震災の影響

市民自治の原則の継承 市民生活視点の重視 広域連携の推進 市民文化・自治体文化の

醸成

計画的な市政運営

（基本構想・長期計画の規範性）

平成 23年７月 25日

策定委員会資料


